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新一年生を迎える会　　中学三年生を送る会　　　３月２３日(土)

今年度ののぼり立て当番は、中屋敷です。１年間よろし
くお願いいたします。

　今年度の新一年生は、岩間千早さん 竹中杏さん　竹中碧くん　竹中陸人くん の男女２名ずつ
の計４名です。入学おめでとうございます。集団生活に早く慣れ、多くの友達と一緒に仲良く楽
しい小学校生活を送ってください。一方、中学校を巣立った皆さんは７名です。卒業おめでとう
ございます。自分が決めた進路先で、しっかりと前を向いて、焦らずに一歩ずつ、夢に向かって
歩んでいってください。
　今年度の横井区子ども会の構成は、小学生２８名、中学生２０名の合計４８名、会長は、笠井
秀明様です。子ども達が健やかに成長していきますよう、区民の皆様の暖かいご支援、ご指導を
よろしくお願いいたします。

           新入学児童の皆さん          　               中学三年生を送る会　　（ボウリング大会）　

　氏子総代、区長、みこしi保存会々長をはじめ各組織
の代表や区民の皆様にもご参列いただき、大祭神事が厳
粛に執り行われました。

４月５日(金)

　白鳥神社を参拝し、満開の桜を楽し
んだ後、農事センターで会食の後、横
井で観察された３９種類の野鳥の説明
を聞きました。　（参加者３１名）

白鳥神社の桜の前で勢揃い。

ふれあい文化ニュース 
２９８号 

 
 1800余年前。伊吹山の賊を退治するため、日本武尊率いる一行は、熱田から美濃へ入り、座倉を経

て、この地（今の白鳥地区）にさしかかったところ、背より高い一面の葦原に踏み入れてしまい、道に

迷ってしまった。途方に暮れたそのとき、見上げた青い空に現れた一羽の白い鳥に導かれて、葦原を

抜け出ることができた。その後、片山から梅谷を抜け、伊吹の賊を平らげることができたという。この地

に建てられているのが白鳥神社である。（白髭神社・白鳥神楽の由来もある。） 

 横井区の氏神は、白鳥神社。祭神は、日本武尊である。大正14年に村社に昇格したが、

終戦後に無格社となった。お祭りは、試楽が４月11日、本楽が４月12日である。 

拝殿は、昭和36年9月16日の第二室戸台風で倒壊したため、再建（39年４月完成）された。 

玉垣は、新規造成として昭和55年７月20日に完成、同年９月16日に完成式典が行われた。 
 

 高崎文吾氏（下田中）著「横井の歩み」を、参考にさせていただきました。 

  



1)

2)

　　　　　　　　　　　　　　　

【編集後記】ふれあい文化ニュース２９８号をお届け致します。

　横井地蔵堂奉燈狂俳定座（順位）は、大尾～見返し１２句
を定座１０内としています。これは、テレビ番組プレバ
トに例えると名人ランクの句として奉燈されます。また
定座２０内（１２～２０）は特待生ランク、定座３０内（２１～
３０）は、才能ありランクの句として奉燈されます。

　名人（１０内）ランクの定座秀逸は、７～８月季を詠
んだ優秀な句が奉燈されます。

　今日から「令和」ですね。昨秋頃から「平成最後の･･･」、「平成の重大･･･」と
メディアを賑わしてきました。素晴らしかった出来事や楽しかった思い出が沢山あ
りました。一方で、大きな自然災害に命を落とされた方々も多くいらっしゃいまし
た。ご冥福をお祈りいたします。新年号に込められた「人々が美しく心を寄せ合う
中で、文化が育ち、明日への希望を咲かせる」ことができるような横井区になりま
すように。前任者に一歩でも近づけるような広報作りに努めて参ります。　　林

４月は、異動
期でした。
ご家族の構成
に異動があっ
た場合は、速
やかに区長ま
でお申し出く
ださい。

①  夕立　雷神の　機嫌損ねる　　溪寛　　伊藤 寛幸

②  納涼　風鈴の音　心地よい　　野菊　 　林  昭代

横井狂俳保存会　会長　奥野 泉

<募集中>　「おもしろ横井文芸」の投句をお待ちしております。
　　お子様と一緒にご家族で一ひねりして、是非ご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　当日は、入構者リストを作成・提出します。正門で横井区協議員の確認をもらってください。

５月１１日(土)～５月２０日(月)　春の全国交通運動　～歩行者を 守る気づかい 思いやり～

５月１３日(月) １０：００～　長寿会 バラ見学会 (軽食を用意しています)　　　　農事センター

５月２１日(火) １３：００～　カラオケ同好会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農事センター

子供みこし練り歩き　　　　４月７日(日)

【５月行事予定】
５月１２日(日)　８：１５～　区民ふれあいゲートボール・ペタンク大会　三菱マテリアル(株)グラウンド

横井文芸コーナー　　育てましょう 狂俳文化！！　　（狂俳寺子屋）

子供みこし３５周年を祝すよう
な桜満開の暖かい日となりまし
た。みこしが子供らの手によっ
て賑やかに地区内を練り歩きま
した。また、35周年記念のタオ
ルが配布されました。

高橋一美みこし保存会会長
　高橋三郎様から引き継いで、
初めての練り歩きを皆様のご協
力で、無事に終えることができ
ました。４０周年に向けて、盛
り上げていきたいと思います。
ありがとうございました。

写真提供：笠井秀明様

 高崎文吾氏（下田中）著「横井の歩み」を、参考にさせていただきました。 

  


